
林育研報 Bul1. For. Tree Breed. Center Ko.17， 2000 

関西育種基本区における第二期交雑育種事業化

プロジェクトの実施経過

那須仁弥(1)・小林玲爾(2)・西村慶二ol

Jin'ya NASじω，Reiji KOBA Y ASHI (2) and Keiji NISHIMURA (1) 

Progress of the Second Cross Breeding Project in Kansai Breeding Region 

はじめに

63 -68 

精英樹選抜育種事業が開始された当初jにおいて，次代の精英樹は，初代の精英樹の実生によって造成された次代

検定林，育種種苗の人工林からの選抜と，初代の精英樹が選抜された林分と同様の既存林分，または当時若齢であっ

た林分からの追加選抜が考えられていた冊。しかし，採種園を構成するクローンの種子生産の寄与は着花性の優良

なクローンのみで多くのクローンがあまり寄与していないへこのため，育種種苗の人工林からの選抜では，特定

の家系の子供が多く選抜され，次世代の精英樹集団には近親交配の弊害が生ずると考えられた。以上のことから，

人工交配により家系のあきらかな選抜集団を育成する必要がでてきた。

さし木品種の優秀性は，一代限りの効果として利用できるが，次世代以降の遺伝的向上は無性繁殖である限り期

待できないへしかし実生繁殖なら親より優秀な後代を作ることもできるため，さらなる遺伝的向上が期待4でき

る。

これらのことから人工交配による次世代の精英樹を選抜するための母集団，すなわち育種集団林の造成が強く求

められた。育種集団林の造成と交雑育種の技術開発をするために交雑育種事業化プロジェクトが昭和55年から平成

元年まで実施され，人工交配技術を中心に技術開発と精英樹等の育種目標である成長等の特性評価が行われた。

r; Iき続き，育種集団林の造成技術と成長，材質，抵抗性等の複数の目的形質をそなえた品種の創出をめざして第

一期交雑育種事業化プロジェクトが平成 2年から開始された。

2 プロジェクトの実施経過と成果

2. 1 実施経過と事業実績

関西育種基本氏では，スギ， ヒノキ，アカマツ，クロマツに関して集団品種の次世代化と複数の目的形質を備え

(1) 林水育種センタ一関西育種場
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それぞれの目的について改良目標を設定した。た個体の創出を目的に，

集団品種の次世代化の推進)
 

1
 

(
 

スギカミキリ抵抗性スギの雪害抵抗性，ヒノキの精英樹では，成長，材質の向上を，抵抗性については，スギ

アカマツではマツノザイセンチュウ抵抗性の向上を目標とした。を，

複数の目的形質を備えた個体の創出(2) 

雪害抵抗性とカミキリ抵ヒノキについては，材質と成長に優れた個体，成長と雪害抵抗性に優れた個体，スギ，

クロマツについてマツノザイセンチュウ抵抗性と成長に優れた個体の創出を目標アカマツ，抗性に優れた個体を，

とし7こ。

クロマツ42組合せ，計647組合せの人工交配を行い.11箇所 (4.5ヒノキ425組合せ，スギ180組合せ，その結果，

の育種集団林を造成した(表1)。ha) 
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本プロジェクトに関する技術開発では，交雑に使用する材料を選ぶための情報や基礎的資料を整備する'環とし

て，精英樹の特性調査，花粉の超低温下の保存などが進められ. 55編の報告がなされた。

本プロジェク卜に係わる技術開発等研究成果2.2 

関西育種基本区におし1て交雑に使用する材料を的確に選ぶために精英樹の特性調査がすすめられた。

四国北・南部育種区のヒノキ精英樹29クローンの偏心度，真円率，心材率など、について調査を行い，偏心度では

調査したすべての形質で上位しかし，27クローンが，真円率では24クローンが在来のヒノキに比べ，優れていた。

すべて下位に評価された系統はなかったへ四国北・南部育種区のヒノキ精英樹52のクローン，に評価された系統，

色相において黄ヒノキについては，在来のヒノキに比べ，スギ精英樹51クローンの心材色について調査を行った。

すべてのクローンが淡拒色の赤系の心身を帯びたクローン，彩度において鮮やかなクローンが多い傾向が見られ，

スギ、については，精英樹クローンには黒心が見られず，淡黄色からややくすんだ茶褐色まで幅材色をしていたへ

優れた広い範囲の心材色を呈していた九心材率，偏心度についてもスギ精英樹クローンは在来品種と比較して，

生材含水率

また，真円率の高いクローンが多かった問。

四国北・南部育種区，瀬戸内海・近畿育種区のヒノキ精英樹156クローンのヤング率，容積密度数，

クローンが多く，



関西育種基本区における第二期交雑育種事業化プロジェクトの実施経過 65 

などの調査を行った。?;-7.1<本については心材部でほとんどのクローンが30~40%に分布していた。ヤング率につい

ては，同齢のスギより高い値を示した。しかし，スギより低い値を示すクローンもあった。ヤング率，容積密度数

ともに分散分析ではクローン聞に 1%水準で有意な差がみられ，選抜，後輩による改良が期待できた日〕。

雄花の着生の少ないスギの個体を選抜するために，スギ精英樹の育種素材保存園における雄花の自然、着生の調査，

原種困におけるジペリン処理による雄花の着生調査を行った。その結果，日本海岸育種区で15クローン，四国育種

lズで雄花者生量の少ないスギ精英樹31クローンが選出された41)-ヘ

複層林施業において樹ド植栽に適するスギ， ヒノキの系統を探索するためにネットによる人工庇陰と樹下植栽に

よる伝木出陰の 2成長期にわたる耐陰性試験を行った。その結果，スギ27クローン， ヒノキ l系統が耐陰性に優れ

る系統として選出された刊日)。

ヒノキ樹)liJlJI~iJt Ji病について瀬戸内海・近畿育種以のヒノキ精英樹203クローンにヒノキ樹脂胴枯病菌の人工接種

を行い.AA被害は 3クローンのみでほとんどのクローンが感受性を持つことが明らかになった九四国北・南部育

問区のクローン集植所の被害調査から被害のないものは見られなかったが，被害程度の軽いものから激害のものま

でクローンによって変異が見られたお)。

ヒノキ採母国ではカメムシ類の防除のため MEP剤散布が行われていることから，瀬戸内海・近畿育種区のヒノ

キ精英樹202クローンにMEP剤感受性調奇を行い. MEP剤感受性 7クローンが明らかになったの。

同時に抵抗性候補木の特'性調査も進められた山川~同日〕盟)則。

r:わ園地)Jにおけるクロマツとタイワンアカマツの F1 (通称和華松)の植栽後10年次の成長経過を解析し，和華

松の持つl同種特↑牛ムが当地方において発揮されていることが確認された1)。

スギの人丁j麦輩家系を材料に植栽後15年次の成長ベスギカミキリ抵抗性の遺伝様式岨について解析が行われた。

また，スギの精失格i同上の交配についての検討川 21)も行われた。

交配技術と増殖技術に関する技術開発として，液体室索中に 5年間保存したスギ花粉を用いて人工交配を行い，

得られた穂子の100粒1屯有目玉率を調査した。この結果，スギ花粉を液体窒素で保存した影響はみられなかった判。

樹障別(クロマツ， タイワンアカマツ，ワカマツ，スギ， ヒノキ，クヌギ)に花粉の低温貯蔵について検討し樹

楯によって発牙率の経時変化が異なること，低温貯蔵の有効性も異なることなどが明らかにされたへ虫媒花花粉

(セイヨウパクチノキ)の低温貯蔵についても検討を行い，液体窒素を使用すれば 2年間貯蔵が可能であったヘ

ヒノキ球呆を防虫制で保護することにより，虫害を防ぐことができ，充実種子率が上昇した 7)。

3 今後の課題

今後の課題としては，事業的な面からの課題と技術研究，研究的な面からの課題との 2つがある。

事業的な課題としては，交配材料の特性評価の推進と育種集団林設定・管理法の検討があげられる。これまでに

も，精英樹なと交配材料の特性評価が行われてきた。しかし，育種目標である材質，環境耐性などの形質調査は，

関[1l:J育椅泉本|ぎ選抜の精英樹の大半をカバーするには至っておらず，さらに充実させる必要がある。林業作業者の

減少および高齢化などから，造林，下刈り，間伐などの林内作業に対して労力が投入されにくくなっている。この

事をふまえて育種集同林の設定，管理において，より省力化についての検討を進める必要がある。

技術開発課題としては，次世代精英樹選抜技術の開発と適応環境を評価する技術の開発および無性繁殖技術の向
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1:-.があげられる。育種集団林から次世代精英樹を効率的に選抜する技術の開発において，スギについては，選抜し

た個体の遺伝子型をそのまま利用できる無性繁殖と親より優秀な後代を作ることができる実生繁殖の繁殖法の違い

を考慮に人れる必要があろう。林木の成長は環境の影響を多分に受けるため，選抜した精英樹を適した環境下で植

栽することで本来の能力を発揮することができる。特に関西育種基本区は日本海側，瀬戸内海，太平洋側と多様な

気候下にあることや，次世代精英樹を速やかに活用されることが求められているため，選抜した系統の環境に対す

る反応を評価する技術やその系統に適した環境を把握する技術の開発が君、がれる。スギに関してさし木指向の根強

い地域があることなどから，さし木台木およびさし木苗木の育成期間の短縮など無性繁殖の技術のいっそうの向上

が必要である。
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